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霊長類学専攻
氏 名 学年 相弔教官 研究テーマ
小林秀司 D5 野上裕生 新熟柿区における広
舟校規の種分化に関
する研究
Soumah D4 杉山幸丸 ニホンザルの採食行
AlyGaspard 動と順位
綿木良太 D4 庄武孝義 (休学中)
小林 隆 D3 加納隆至 ウマの匂いづけ行動
松村秀一 D3 加納隆至 スラウェシマカクの
社会行動
楠本千絵 D3 加納隆至 ボノボ集団の血縁関
係
















宮地剛士 M3 久保田競 (休学中)



















桶禰和秀 Ml 小嶋祥三 霊長類における音声
･聴覚の研究
山地 言 Ml 杉山幸丸 チンパンジーの行動
学的研究































































































Japanese macaques. In Topics in
Primatologyγol.2(eds.byltoigawa,N.et
al.)ll-22
2)Matsumura, S. (1993): Intergroup


























1) Soumah. 人. G.(1992): Nutritional
ConstraintsonReproductioninJapanese












by wild Japanese macaques ln





2) 小林 隆 (1992) :都井岬の半野生馬
(Equuscabalus)のにおいづけ行動.第39
回日本生態学会大会.講演要旨典,163.
3) 小林 隆 (1992):郡井岬の半野生馬の臭い
づけ行動の槻能.El本動物行動学全卵11回大
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氏 名 受入教官 研 究 課 題 招哨期間
AlberLo 瀬戸口 南米嘱乳矧 こ関 3.7.1
Cadena 烈司 する系統学的 ～
研究 4.6.30




氏 名 受入教官 研 究 課 題 招哨期間
Elen 加納隆至 ボノボの道具使 3.9.21




氏 名 指導教官 研 究 課 琴 研修期間
芝原総子 大揮秀行 授乳が性行動に 4.4.I
及ぼす影響 ～
5.3.31









瀬戸口 加納隆至 小型嘱乳頬 (特 4.8.I
美恵子 に樹上性リス) ～
の社会学的研究 5.7.31




氏 名 指導教官 研 究課 題 研修期間




目上耕司 松沢哲郎 霊長類における 4.4.1
利他的行動の ～
実験的分析 6.3.31
室山泰之 杉山幸丸 霊長類の相互交 4.4.1
渉に関する行動 ～
学的研究 5.3.31





氏 名 指導教官 研 究課 題 研修期間




氏 名 指導教官 研 究 課 舶 研修期間
山根 到 久保田競 目標到達運動に 4.4.1
おける運動駒野 ～
の機能 5.3.31
栗田博之 杉山幸丸 霊長類の行動と 4.4.1
生態の研究 ～
5.3.31
Gurja 庄武孝義 霊長Flの集団 4.10.1
Belay 退伝学的研究 ～
5.3.31
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